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気具教行状記』については、未だ翻刻 た 文が提供されていないようである。この一点においてだけでも、本稿を公表す 意義は認められるのではないだろうか なお底本は、 『多気具教行状記』三冊と外題を『伊勢軍記』とする一冊の計四冊が、同じ装丁で一括されて伝存している。本稿では、紙幅の都合上、 『多気具教行状記 のみ 翻刻することとし、残る『伊勢軍記』一冊について 大妻女子大学人間生活文化研究所年報「人間生活文化研究
　





























































































































































































































































































































































































































































































































  私ノ評。近代雑書ノ内ニ、節用集ニ、十五郡トアルハ十三郡ノ外ニ御座嶋、錦島ヲ入ル。尤答志郡ハ志州二郡ノ内ニアル。鳥羽本町南（５オ）二町余ニ堀 上ト云土橋アリ。是ヨリ北ハ伊勢ノ国ト云々。併御座島、錦島二所、十三郡ノ郡内 入。委細ハ山田ノ住龍ノ尚舎ト云仁、伊勢風土記ヲ可考。
　　　
多気国司之事




卿始テ伊勢ノ 職ニ被補、伊賀、伊勢ノ間ニ於テ数年合戦ヲイトミ、雲出川ヨリ南ノ管領トシ 一志郡多気ニ居住ス 是ヲ多気 御所ト云。南朝正平七年ノ春、村上天皇上幸マ 〳〵シ時 顕能卿、大将軍ヲ請給リ、伊賀、伊勢両国ノ軍兵ヲ卒シ 父親房入道諸共 入洛シ、朝政ヲ司リ、明徳三 秋 南朝断絶ノ後 顕能卿ノ子息北畠大納言顕泰卿、後小松院
0
天皇ニ仕奉リ、安堵（６オ）ノ所領ヲ給リ、子
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孫繁昌シ、其領知ハ先南方ニ於テ一志郡、飯高郡、渡会郡、多気郡、合五郡、其外和州宇多郡ヲ〆六郡ナリ。所従、凡侍九千六百人、此内馬上千二百人、小人六千四百人、合一万六千ノ大将タリ。皇家衰ヘテ後ニ、公家ノ大名ニハ此国司一人也。然ニ称光院天皇ノ御宇、応永廿二年、北畠大納言満雅卿、公方義持公ニ対シ ムホンノ聞ヘアリ。依之将軍家ヨリ江州六角佐々木家、伊賀ノ仁木家、大和ノ筒井家、越知、十市、久世 満西、勢州ノ長野家、雲林院、関、神戸、峯 千種家以下ノ軍勢ニ命シテ是ヲセメ玉フ。 大納言 要害ヲ伊勢南方諸所ニカマヘテ防キ戦フ。中ニモ当国阿坂山ノ城ヲ為
　二本陣
ト一敵ヲ防





所、同郡岩内ノ御所、同郡藤方ノ御所等也。皆国司ノ旗 ト テ 諸郡ノ内ニ与力、被官アリ。三家共ニ、凡侍三百人、内馬上五十騎、小人二百五十人、都合五百人 一族ノ勢五千人、両奥 山勢一千人 并和州宇多 三家ハ、沢 秋山、芳野等也。此三家ハ 往昔吉野 天子ノ侍ナリ。 （７オ）北畠ノ与力トナル。各 州ニ於テ与力、被官有。是等ノ衆ハ国司家ノ先陣ナリ。沢 幕ノ紋、井筒ナリ 凡一千 大将ナリ。秋山家ノ幕ノ紋ハ楓ナリ。是モ一千ノ将ソカシ。芳野 ノ幕ノ
紋、藤ノ丸、凡五百ノ大将也。三家ノ勢、都合二千五百人ノ家僕トス。又、多気ノ近習、合五千人、其外二千五百人、鳥屋尾、水谷ヲ以テ大将国司ノ家臣トス。沢、秋山、鳥屋尾、水谷等ヲ四管領ト称シテ、国司ノ家人ノ内、威名コトニ重シ　　　
工藤一家之事
北伊勢工藤ノ家ハ、鎌倉殿 侍、伊豆ノ国ノ住人、工藤左衛門尉藤原祐経カ後胤ニ 、幕 紋 木瓜并三引龍也。中祖工藤次郎左衛門尉親光、元弘元年ニ初 当国安濃郡長野ヲ給フ。同三年 北条 滅亡後、長野ニ居住シテ長野家ト称ス。夫ヨリ尊氏卿ニ仕 守護ノ手下ニ属ス。延元五年ノ秋、当国 守護 仁木右京大夫源義長、謀叛ヲ企 長野ニ楯篭合戦（７ウ）ヲハケム。此時義長、又、仁木三郎、石堂刑部太輔頼房両人ヲ大将トシテ、伊賀 伊勢ノ軍兵ヲ相添、江州カツラ木山ニ打出、同九月廿八日、佐々木六角判官入道崇永 合戦シ 仁木敗軍セシ時、勢州ノ軍士矢野下野守、 判官、宇野郡ノ後藤弾正忠、波多野七郎左衛門、佐脇三川守 高嶋次郎左衛門 其外宗徒ノ士 悉討死ス。其後南方ノ一味ト成テ、五六年当所ニ篭城ス。六角并土岐大膳大夫入道善忠等、是ヲ攻 伊勢ノ 人、普ク仁木ニ背 将 味方ニ参、忠節ヲハケマス。仁木是非ナク降参 北畠 家ノ押ヘトナル。伊州ヲ給フ 此節、長 家モ又将軍ニ仕テ 国司ノ押ヘト成ル。安濃、庵芸両郡ヲ給ハリ 子孫繁昌ス。扨、工藤両家督 ハ 安濃郡長野家其一人也。是則工藤ノ大将タリ 庵芸郡雲林院家其二人也。各安濃、庵芸両郡ノ中ニ於テ領知アリ。 家トモニ凡侍六百人、内馬上百騎、小人四百 、都合一千ノ大将也 其外ノ一家ハ、安濃郡草生家、同郡宗所并細野、分部家等、各
々（８オ）長野家ノ与力トシ
テ、安濃、庵芸ノ中ニ於テ領知有 彼等凡侍三百人 内馬上五十騎小人弐百人、合五百ノ大将也 外ニ長野ノ与力、乙部家ト云ハ、源三位頼政ノ末孫ナリ。又三宅、三間 中尾、川北等、合一千人以上、工藤勢五千 ナリ。　　　
関ノ一党之事
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〈翻刻〉 『多気具教行状記』





盛国ノ嫡子関左近大夫実忠 初テ勢州関ノ谷ヲ玉ハリ、関家ト称ス。則北条 ノ与力ト成テ鎌倉ニ居住ス。同舎弟 三郎左衛門尉盛綱北条家ノ執事トナル。其後北条 天下執権ノトキ、盛綱初テ管領トス。是 内管領、長崎家ノ先祖也 関家ノ子孫、長崎家ノ一族トシテ、東国ニ居住ス。元弘三年五月 高 滅亡 後、実忠六世孫、関四郎、関東ヨリ勢州関ノ谷ニ上着シテ 亀山ニ居住ス。古へ主君タリシ好身ヲ以テ、近隣 諸士、是ヲ敬フ。其後尊氏卿 治世ニ及テ、守護ノ手ニ属ス。子息数多出生ス 元来関 ハ富人 故ニ嫡子、神戸ニ居住ス。後ニ法名柏岩ト称 （９オ）次男ヲ国府ニ居ヲキ、一人ハ亀山 家督ヲユツリ 一人ハ鹿伏兎 スエ、一 ハ峯 スエヲキ、其外諸方ニ子孫ヲ在付ヲク。然ル処ニ 仁木右京大夫義長謀反ノ節、関ノ一族皆忠功ヲハケマシ将軍 仕。鈴鹿郡亀山ノ関家 一人、是関家ノ惣領タリ。河曲郡神戸家其二人。鈴鹿郡峯家其 人也何
レモ足利家ノ侍トナリ、三家共ニ領知廿四郷、凡侍六百人、内馬上
百騎、小人四百人、合 千ノ大将也。同五大将ハ、鈴鹿郡国府 其四人也。同郡鹿伏兎家其五人ナリ。各足利家ニ属 、両家共 領知十二郷、其内国府一郷ハ庵芸郡ノ白子也 鹿伏兎 一郷ハ朝明郡ノ富田
也。凡侍三百人、内馬上五十騎、小人二百人、都合五百ノ大将也。其外五家ノ与力、合千人以上、関家ノ与力、軍勢五千人ト也。　　　
北方諸侍之事




人皇百六代後奈良院ノ御宇 応仁元年五月廿六日、初 京都ニ合戦ヲ挑ム。天下ノ諸家、両方ニ分テ是ニ与力ス。此時伊勢国関長門守 細川家ノ一味タリ。同国関家、備前 国勝田等、三条殿 御所ヲ堅メ、長野其外勢州ノ住人等、相国寺 東門ヲ警固ス。同・
国司
北畠大納言教具
卿ハ、皇 ヲ守護スル故、又是ニ与力ス。夫ヨリ兵乱更ニ不止 十一年ヘテ文明九年十一月、山名宗全終ニ滅亡ス。然リト云ヘトモ山名味ノ諸家諸国ヘ落下リ、時々義兵ヲ起シ、細川一味ノ諸士ヲ退治為、諸方ニ進発ス。挑戦是ヨリ大乱打続、王法ヲ恐レス武命ニ不随日本国中皆私ニ弓矢ヲトリ、ホシイマヽニ国郡ヲ諍ヒ 或ハ主君ヲ殺シ、父子戦ヒ兄弟朋友等ヲ害シテ、其所領 ウハワント 悲哉 本朝此時ニ至、君臣ノ礼義ヲ失ヒ、官職 式法ヲ乱ル。運有者ハ匹夫モ国主トナリ、運ヲ失フ輩ハ貴人モ下賎トナル。コノユヘ 武威ヲ以





凡乱国ニ依テ日本国中ニ出世ノ侍多シ。畿内ニ於テハ、先京都ニ三好修理大夫源長慶、公方 執権ニ被定。是元来阿州ノ住人ニテ細川家ノ人也。武運ニ乗シ 権ヲトル。自然 出世 テ公方ノ後見トナル。東国ニテハ江州ニ佐々木ノ両家、六角、京極等、其威ヲ近国ニ振フ。浅井入道休外、其子下野守久政、其子備前守長政父子三代、勇威ヲ 北ニ轟ス。美濃国ニハ斎藤山城守入道道三、近隣ヲ随ヘテ武威アリ。是元ハ山城国西
ノ岡ノ住人也。濃州ニ下向シテ自然ニ出世ス。伊勢国ニ
北畠多気国司、尾州織田家、是又家門大ニ繁昌ス。駿河国ニ今川上総介源義 、隣国ニ威名アリ。甲州ニ武田晴信入 信玄 （
11オ）武威
ヲ数国ニ振ヒ、先信州小笠原長時 村上義清、諏訪頼茂 其外諸家ヲ亡シ、後ニ駿州今川氏真ヲ亡ス。関東 於テ上杉禅秀 鎌倉ノ持氏ヲ亡シ、古川ノ成氏ト戦シ後、上杉家 鎌倉ノ執権トナル。夫ヨリ後、伊勢平氏新九郎氏茂、伊豆 ニ下向シ、北条早雲ト号ス。其子氏綱、其次氏康、武名弥輝シ、相州小田原ニ下リ居住ス。然 東国 退治スル故、千葉、三浦 小山、結城 佐竹 那須 宇都宮、里見 館以下、皆是ニ属ス。　　
  私ノ評。北条早雲ト申ハ、初テ東国武者修行ニ出ル、勢州射和多気屋ト申者、六代先祖也。伊勢新九郎ト云シ者也。人数六人同道ニテ下ル。凡ソ伊勢国ヨリ名アル人出ル也。玉川ト云本名也。
奥州ニ会津ノ芦名盛成 武威ヲ諸方ニ振フ。白川ノ結城家、岩瀬ノ二階堂家、二本松ノ津川等 是ニ属ス。故ニ田村 岩城、相馬、同シク一味ス。同ク伊達晴宗、南部等、権威 タクマシクシ、子孫各繁昌也。出羽国ニハ山県家、勇（
11ウ）威ヲ振フ。北国ニハ越前ニ朝倉入
道永村、越後ノ国 長尾輝虎 何モ武勇遠近ニ振フ。中国ニ於テハ周防国ニ大内大納言義隆、累代家門栄テ、諸侍頭 傾 。然ルニ家臣陶











熊野山ト戦フ。西方伊賀ニ向ヒ仁木ト戦ヒ 北方工藤家ニ向テ戦フ。又工藤ハ南方国司ト戦ヒ 関家ハ工藤家 戦ヒ 西方近江国六角 ニ向テ戦ヒ、北方諸士ト戦ヒ、北方ハ東方尾張ニ向テ織田家ト戦ヒ 南方関家ニ相向テ戦ヒ、北方斎藤家ニ向美濃ト戦ヒ、加之日本国中皆如































































御所ニ来リテ鞠ヲ興ス。暫有テ、足ヲ洗ヒ明衣ヲ乞ケルニ、長野三郎有合テ、明衣ヲ持来リテ、伊勢守ニワタサン ス。其トキ伊勢守 一礼ヲモ不述、是足ヲヌクヘト云テ投出ス。三郎大 腹 立 太刀ヲヌキテ伊セ守ヲ切コロシ、 身モ自害ス。生年十六歳也。其舎弟源次郎輝伯、長野家ヲツキ、武道ノ達人也 後ニ大和守藤定ト改名ス。諸方
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長ノ小倉三河守ヲ大将トシ、三千余騎ヲ差添、勢州ヘ遣ス。カ 義実ハ、人王五十九代宇多天皇ノ後胤、佐々木源三秀義 嫡流ニシ 数代近江ノ国管領タリ。武威逞ク家人数多扶持シケレハ、事ニフ テ不足ナシ。既ニ小倉三河守軍勢ヲ引具 勢州ニ発向シテ 先千草ノ城ヲ責ム。千草家、武勇ヲ励（
16ウ）マシ防戦フ。依之、良久ク勝負ヲ





三州ハ千草家ニ便リ、三重、朝明ノ両郡ヲ責、并 西 諸士ヲ攻ル故、宇野郡ノ後藤、朝明郡ノ加用以下ノ諸侍、自然ニ六角 手 ニ属ス。



















近キ頃、神戸家ト関家ト不和ニナル故 神戸 今度助カリ、関家ヲ頼ム事不能、長野家ニタヨリテ加勢ヲ乞。長野頓テ同意シ、工藤勢ヲ引具シ、鬼神岡ニ馳来ル。神戸家、長野家 合、直ニ神戸ノ城ニ取掛ル。小倉参河守 粉骨ヲ尽シ防戦フ 云ヘトモ 寄手勇進シテ向ニヨリ、ツヰニ利ヲ失ヒ （
17ウ）開城シテ千草ニ引退ク。神戸進ンテ悉


























テ人ヲイカル者ハ、是大兵 アラス。和 用ルトキ 、家名ヲ失ハスト古語ニモアリ。強テ人ヲア トル、又ハ怒ルハ武名ヲ失モト 此人ハ、江州佐久良ノ城主小倉兵庫頭 子也 佐々木家ニ於テ武勇ノキコヘアリケレハ今度ノ討手ノ大将 ス 也。　　　
長野家養子之事






北畠家ノ侍ニ、大和ノ宇多ノ三家、沢 秋山不快ニシテ、ヤヽモスレハ私ニ軍ヲ興シ、国司ノ政道サラニ不用。中ニモ秋山入道宗舟カ子トモ秋山藤次郎ハ、三好家ノ聟トシテ威光重ク 殊更大剛ノ勇士也。故ニ武威ヲ国中ニフルヒ 毎々国司ノ命ヲ背ク。依之永禄年中、国司伊勢士ニ下知（
19オ）有テ、和州神楽岡ノ城ニ押寄、攻戦フ。初度ノ合
戦ニ、安保大蔵太輔、磯田彦右衛門、先掛高名ス。兼 此両人 同死ノ約有。退クトキ 敵シタヒキテ 馬上ニオヰ 磯田 組 未タ地ニ落サル以前 刀ヲヌイテ磯田敵 突伏 押ヘテ首ヲ取ントスル折カラ、敵下ヨリ刀ヲ以、磯田カ首ヲ過半カキテハネカヘシケル 磯田ス
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  私ノ評。沢隼人佐子孫隼人、元和年中、摂州浪華御陣ヨリ、藤堂和泉守高虎ノ倍臣トナリ、大阪表首尾克禄二千石被下候。三代ノ子孫隼人千五百石、舎弟沢 右衛門五百石被下。隼人病死女子一人即刻病死。隼人妹ノ子五百石被下。其子相果、今ノ隼人廿人扶持被下候。秋山家江府御旗本秋山十 千五百石被下。
　　　
蒲生執権之事









ス。是ハ神戸楽三ノ孫悦岩 次男 末子タ ニヨリ土師ノ福善寺ノ住呂トナシ、舎兄神戸太郎四郎、家ヲ継キ下総守ニ任ス。然ルニ永禄ノ初、早世シ法名涼岩居士ト名ツク。子無之ニ付、具盛家ヲツキ玉フ。同六年十月、六角義賢子息右衛門督義弼誅罪ノ時 大屋形ノ執権後藤但馬守、同対馬守父子、同一族并ニ国中ノ諸侍 悉ク六角家ヲ背キ、
観音寺ノ城ヲ攻ルトキ、義賢父子、蒲生ヲ頼ミ日野ノ城ニ楯篭ル。国中ノ諸士ノ一味ニ付、江北浅井家ヲ語ラヒ、日野ノ城ヲセム。加之、江北上坂兵庫頭ハ後藤但馬守弟ノ同名治部養子トス。又蒲生定秀子息（
20ウ）右兵衛大夫賢秀モ後藤但馬守姉聟也。然トモ蒲生主君ヲ敬ヒ
一族ヲハナレ、ヒトリ忠義ヲツクシ 終ニ君臣和睦ヲ調ヘ、但馬守弟ノ後藤喜三郎ヲ以テ神戸家ノ家督ヲツカセ、国中無事ニイタ コト、是実ニ抜群ノ忠節タルユヘ、蒲生父子、其コロ六角家ニ於テ別シテ権威ヲ司ルモノ也。定秀 子孫繁昌シ、嫡子賢秀家ヲツキ、次男ノ茂綱ハ青地家ヲツキ、青地駿河守ト号ス。三男実隆ハ小倉家ノ養 トシ関、神戸家両人ヲ聟トス。江州ニ於テハ池田左衛門尉忠知、池村治部允、美濃部上総介、菅原佐渡守モ聟ナリ。如此 家門大ニ栄ヘ、一族広キユヘ 余 以勢州ヲ謀ント仕ル也。　　　
関家一味一党工藤之事
蒲生下野守定秀、連々ニ関、神戸ノ両家ヲイサメテ 永禄年中ノ比、和睦ヲナサシメテ、六角家ノ一味トス。両人同意 依 党 峯筑前（
21オ）守、国府佐渡守、鹿伏兎宮内少輔以下、自然ニ六角家ノ幕下
トナル。但シ被官ノコトクニハアラス。コヽニ一党、工藤ハ、 初比、勢州工藤家、互ニ両方ニ分ツテ、 ハ工藤家 亡サントシ、工藤ハ関家ヲウタント志、 ラニ朝夕兵乱ヤムマハナカリシ 或ハ一党工藤家ヲセメ、或ハ工藤家ハ一党ヲオヒヤカシ、関方雲林院表ニ打出合戦毎度ニ及フ。両陣互ニ勝負カハリテ 未落居 トナ　　　
塩浜合戦神戸城攻之事
凡軍ハ奇兵ヲ専 シテ不意ヲ討 シカス。或トキ工藤勢、北方ノ諸士ト同意シ、一党 ウタントス 長野次郎、雲林院出羽守 草生左京亮、家所掃部、細野九郎右衛門尉、分部宗右衛門、乙部 庫介以下工藤勢五千余騎 安濃浦ヨリ舟ニノリテ、東海ヨリ寄キタル。一党勢モ五千余騎、三重郡シホ浜ニ出向ヒ 是 防ク。工藤勢 敵ノ多少ヲハカラス、塩浜ニ（
21ウ）イサミ進ンテ、舟ヨリヒタ〳〵ト上ル所
ヲ、一党勢、同音ニトキノ声ヲ作リカケ、赤旗ヒラメカ テ責立ル。
― 57 ―（ 57 ）
〈翻刻〉 『多気具教行状記』




















右合戦ノナカハニ、南方波瀬ノ御所、同与力矢野下野守、阿曽弾正以下、赤堀ノ城ニ押寄攻動ス。赤堀ノ一族、与力以下 軍勢ヲ集メ、武威ヲハケマシ防キ戦ユヘニ、波瀬方、利ヲ失 ムナシク軍 引トル。此トキ城ヨリ敵 対シテ落書アリ。　
赤堀ノフカキヲシラテハカナクモアサセヲセヽルハゼノ御所カナ






































永禄ノ末ニアタツテ、美濃国織田上総介信長ハ、伊勢ノ国ヲ謀ラントシテ、家臣滝川左近将監一益ヲ大将トシテ、勢州ニサシ向ラル。カノ信長ト申ハ、人王五十代桓武天皇ノ後胤、平相国二十一代、織田備後守平信秀ノ二男、幕ノ紋ハ瓜也。元来越前ノ国ニ有。平氏ノ末孫、織田大明神ノ神職ニヤシナハレ、後ニ尾州ニ来リテ子孫コトニ繁昌 、信長ノ代ニ至リ武威四海ニトドロキ、ハカリコト大ニスクレ、先尾州一国ヲオサメ、ツキニ駿州今川義元ヲウチ、次第ニ家領ヒロク、美濃国斎藤山城守龍興ヲ亡シテ、後 信長尾州清洲ノ城ヨ 濃州稲葉山至。是ヲ岐阜ノ城ト名付テ居住セラレケル。　　












































岡ノ城ヲカコミセメラル。神戸 武勇 ハケマ 、神戸ノ城
ヲニ
楯篭。





略ヲメグラシ、一党ノ諸家ヲ信長 手下ニ引付ントス。是ヨリ 峯、国府、鹿伏兎以下、各織田家ノ手ニ属ス。但亀山ノ関家一人ハ 佐々




シテ信長ト一味ニヨツテ、六角家是ヲ大ニイキトヲリ、円貞坊ヲ塩ツケニシケレハ 円貞忽ニ狂人 ナリ、神戸ニ迷ヒ テモノハシリケリ。是ハ神 楽三ノ末子也。元土師ノ福善寺ノ出家也。　　　
工藤一味之事
信長ステニ勢州北方ヲ治メ、諸士ヲ案内者トシテ工藤家ヲホロボサンタメ、スクニ安濃津ニ至、細野ノ城ヲセメ玉フ。カ 細野九郎右衛門ハ、工藤家ニ於テ大剛ノ勇士也。武勇ヲフルヒ防キ戦フユヘ、タヤスクセメヤブルコト不叶。コヽニ其舎弟分部、北方故アツテ長野 ソムキ織田家ニ属シ 別ニ長野ノ名跡ヲ立ンコトヲ乞 。信長同意アツテ、則舎弟織田三十郎信包ヲ以テ長野 ノ名跡 立ル 分部、川北、ハカリコトヲメグラ 工藤ノ諸家ヲ以和タ シテ、雲林院 草生家所、 （
26ウ）乙部、細野、其外工藤ノ一族、与力、被官等、悉ク信
長ノ手下ニ属ス。シカウシテ 終 ヲ追出シヌ。長野次郎詮 ナク、父ノ多気国司家ヲ頼、南方ヘ退参。其後、関安芸守盛信モ、信長ノ手下ニ帰伏ス。　　　
神戸養子之事






































滝川左近将監一益ハ、織田信 朝臣ノ士、大将ヲ蒙リ、勢州表ノ奉行トシ、西尾張長嶋ノ城并河内谷ヲ給。北方ノ諸侍、千草 宇野部等其外多クノ侍共ヲ以与力ニサシヲカル 彼滝川ハ、武芸ニ達シ智謀フ
カシ。此故ニ出世滞ナシ。威勢高シ。毎々出陣ノ日、諸侍討死ヲツクルトキハ、其タメニ我日頃扶持セリ、只死スヘシ、ト言葉ヲハケマス。然シテ後ハ仏僧ヲ供養シ、一々念比ニ士ヲ弔フ。惣シテ平生召仕ノ輩ニ、大形ノ罪ヲ免シ、殺害ヲ不好ト云リ。　　　
南方ニ押ヲ置事
信長朝臣一族ノ内、織田掃部助 南方ノ押ヘ シ 安濃ノ津ノ城ヲ守ラシメ、勢州表ヲ調ヘヲキ 身ハ諸勢ヲ納レ、岐阜ノ城ニ帰リ玉フ。其後掃部助、今徳山ノ城ヲ攻、城主奥ノ山常陸介、大剛ノ勇士ナリ。勇気ヲハケマシ防キ戦フニヨツテ 中々落城セス 此トキ南方（３ウ）ハ今徳山ヲ助ケ、工藤勢ハ津ヲ助ケ、互ニ合戦ノ暇アラス。　　　
織田信長執権之事
平信長朝臣、武威ヲ以テステニ美濃、尾張、伊勢、三河、遠江五ヶ国ヲ治メ、天下ノ権ヲトラントセラル。コヽ 足利十五代ノ公 、左馬頭源義昭卿ハ、朝倉左衛門佐義景ヲ頼、三好ヲ亡サンタメ越ヘ玉フ。サレトモ朝倉同意セス。コヽニ至 義昭ハ、織田信長ノ武威ヲツタヘキヽ、ヒソカニ使者ヲ以テ織田ヲ頼玉フ。織田畏テ其心ニ随フ。依之、公方義昭、永禄十一年七月、越前国ヨリ濃州ヘ至リ玉フ　　　
信長朝臣上洛之事
信長、公方義昭ト一味ニヨツテ 先江州 謀、幕下ニ引付、 後セメ上ラントセラル。コヽニ 江北浅井備前守長政ハ、信長妹聟ナレハ一味ス。六角ハ和睦ヲ用ス、直 義絶ニ及。古書ニ曰 夫聖人ハ物ニ不滞、先和ヲ用ルトキハ、永ク（４オ）其家督ント云リ。六角智計タラサルカ。依之、信長同九月、濃州尾陽并伊勢ノ滝川勢、関ノ一党、彼是都合五万余騎 引率シテ江北ニ発向シ、六角 ヲ誅罰ア 左京大夫入道承禎、同子息右衛門督義弼 同次郎左衛門尉賢永等、終ニ蓑作ノ城ヲセメオトサレ滅亡ニ及フ。信長シハラク観音寺ノ城ニ入人馬ヲヤスメ、コヽニ至江南ノ諸士、或ハ開城 或ハ降参シ、近藤、後藤、青地、山岡、池田、小川等 悉ク織田家ノ手下ニ付。其後信長上洛アツテ、三好一家ヲ亡シ、五畿内ヲ平治シテ、足利義昭卿







ヲ守リ、更ニ不用。蒲生下野守入道快翰、子息右兵衛大夫賢秀ハ、日野ノ城ニ楯篭リ、 （４ウ）武威ヲフ フ。神戸蔵人、重テ日野ニ立越、彼父子 イサメテ、ツヰニ信長ノ幕下トス。則賢秀カ子鶴千代丸ヲ人質ニ、観音寺ノ城ニ送リ、信長 礼義ヲ述フ。信長 此鶴千代ヲ一目ミテ、此児眼、常ナラス 必武芸可有、我聟ニ ヘシ トテ約ヲセラル。果シテ後ハ其言葉ノコトシ。明年、信長九歳ノ息女ヲ玉ハリ、祝言事ヲハリテ後ニ、鶴千代丸元服ヲトケテ、蒲生忠三郎氏郷ト名ノル也。後蒲生飛騨守氏郷ト申候。　　
  私ノ評。蒲生忠三郎氏郷ハ、松坂ノ御城、天正十六戊子年松ヶ嶋ヨリ築ナリ 其砌禄拾二万石。享保五子年マテ百三十八年ニナル。此節氏郷三年ノ後、奥州会津若松国替百二十万石ニナリ玉フ。御子飛騨守秀行ハ、家康公ノ御聟也。後
石氏郷カ
田乱ノ節、瀬田















五筒組、六呂木 左門 波多瀬某 福山 副 谷 三田 満賀野新岡、岡村、北岡 畑杵 吉懸入道、同市之丞 長森越前守 堀堀江、堀山次郎左衛門 井西 中村 惣シテ南方五郡ノ軍士 各勇ヲハケマシ、堅ク篭城シ、柵二重ヲ結、構キヒシク 兼テ 粮ヲタクハヘ、堅固ニ是ヲ守ト云リ。　　　
南方諸城之事
勢州ノ路次ニハ、今徳 ノ城ヲ奥山常陸介守護ス。小森上野城ハ奥山左馬允是ヲ守ル。木造ノ城ハ木造 佐具康守之。八多ノ城ハ大多
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和兵部太輔守之。阿坂ノ城ハ大宮入道同大之丞守之。舟江ノ城ハ本田右衛門尉同美作（６ウ）守コレヲ守ル。曽原ノ城ハ天花寺蔵人同小次郎、岩内ノ城ハ岩内ノ御所、藤方ノ城ハ藤方刑部少輔、各城郭ヲ堅メ、勇威ヲフルヒ、キヒシク篭城ス。然リト云ヘトモ、三好カ一党、畿内ノ内大ニ乱逆ヲ発スルユヘ、是ヲ退治ノ為、信長、京都ニセメ上リ玉ヘハ 勢州責、沙汰ナシ。此トキ北畠家、足利家トモ、信長朝臣ヘ対シ和睦アラハ、双方トモニ今ニ子孫ハン昌スヘキヲ、浅慮ニシテサラニ是ヲ不用。政道愚ナ ユヘニ、一家終ニ滅亡ニ及フトカヤ。　　　
木造具康謀反之事







木造家、ステニ南方国司家ト義絶セ ムルニヨツテ、国司大 イキドヲリ、不日ニ退治セント欲シ 先柘植三郎左衛門尉カ人質ヲ俄 セツカイシ、最期ノアハレサ 見聞ノ輩落涙ス。其後、沢、秋山以下、南方ノ士、木造ノ城ヲセメ、合戦ニ度々ニ及フ。城中ヨリ海津喜三ト云鉄炮ノ名人、ツヽケ打 寄手ノ中ヘハナチケル。クツレ討ルヽ者数多シ。此トキ和州秋山 臣ニ坂甚次郎討（７ウ）死ス 加
レ之、木造ハ
クツ竟ノ城郭ナリ。織田掃部介是 与力ス 工藤、滝川、関家 一味
ス。急ニセメオトスコト不能、ムナシク時刻ヲウツス。　　　
織田信長発向之事
同年八月廿日、織田上総介平信長、勢州桑名表ニ発向シ、蜜ニ美濃、尾張、伊勢、近江ノ軍勢ヲ催シ、都合七万騎也。信長鷹狩ト号シ、一両日山野ノ安危ヲウカヽヒ、スクニ南方ヘヨセラルヽ。是ハ不意ヲウタンタメナリ。夫大将鷹狩ヲ用ルコト、全ク遊興ヲコノム アラス凡ソ民ノ四季ノ辛労ヲシランタメ也、此故 主将ハ是ヲ可用、士僕ハサノミ不可興ト云リ。同廿三 家ノ先陣 滝川勢 関勢ヲ以テ、小森上野 城ヲ押 織田掃部亮并工藤勢ヲ以テ、今徳山ノ城ヲ押ヘ、諸勢ヲ通シ玉フ。奥 山左馬允、同常陸介 元来義士ナレハ、勇ヲハケマシ戦ト云ヘトモ、織田勢是ヲセム。木造ニ至、一両日軍評定アリ。同廿六日、信長朝臣、又木造ノ城 出 源浄寺 柘植三郎右衛門尉ヲ案内者（８オ）ト 、山際ニ至テ諸勢ヲスヽメ、民屋悉ク放火シ玉フ。コヽニ先勢 八太ノ城ヲカコマント 大多和兵部 防キ戦ハントスルニ、其朝霧フカク、ゼ ゴ分明ナラス。敵ノ様体ハカリカタキニ依テ、織田セイ是ヲセム。　　　
阿坂ノ城攻之事
信長朝臣ヨリ使者ヲ以テ 阿坂ト岩内ノ御所ヘ遣シ、和タンセント企ナリ。岩内御所ノ返答ニハ、大河内ノ城、次第ニ可防由ヲ述テケル。サレトモ阿坂 是ヲ不用 此ユ ニ先手 召カ サル。同廿七日、阿坂ノ城ヲセメラル。城主大宮堪忍斎入道 同大之丞 同九兵衛尉、其外手下ノ地士共、兼テ浄昭寺 自焼シ 寄手 相待。是ハ左右ナク敵ヲ入マシキタメナリ。カ 寺ハ 空和尚ノ開基也 則多気ノ国司ノ菩提所ナリ ムカシヨリ袖岡山 云テ名所ナリ。　
ミ本ノマヽ
ワリノスソニナカルヽ泪川袖岡山ノシツクナリケリ
当山ヲ詠セシナリ。信長ノ先陣、木下藤吉郎秀吉、阿坂ノ城ヲカコ（８ウ）ミセム。城内シハラク防キ戦フ。大宮大之丞、大力精兵ノ勇士ナレハ、サシツメ引ツメサン〳〵ニイル。寄手恐テ進ム トアタハス。秀吉、真先ニ進ンテ左ノ腿ヲ射トヲ ケル サレ モ是 コトト











フ。抑、大河内ノ城、勝地ニシテ七尾七谷アリ。南方ヲ大河内ト云、北方ヲ野津ト云。大木シケリ大竹生ス。追手ヲ広坂ト名付テ北方也。搦手ヲ龍蔵庵坂ト云テ南方也。西 養徳寺有。火ヲ放チテ焼ク。東方ニハ大河内川有。織田ノ軍勢、四方ノ山々ニ陣ス 東方ハ桂瀬山ナリ。此所ヲ恋ノ山ト云リ。既ニ其夜ニ至リ、池田勝三郎、源信輝、広坂口、市場ノ宿 ヤフル。日置 膳亮、コヽヲ持チ諸侍与力ス。池田ノ先陣、土倉四郎兵衛、八木笹右衛門、時ヲ作リテセメカヽル。日置、勇ヲハケマシ防キ戦ヒケリ。家木主水佐 高名ス。合戦（
10オ）









同九月、織田信長朝臣 手立ヲカヘテセメント 。南方ノ寄手 下知アリ。池田勝三郎、丹羽五郎左衛門、稲葉伊与入道一徹ハ搦手ニセメ入、夜討セントス。依之、三大将以下、諸侍、夜ニマキレ龍蔵庵 ヘ入、朝日ノ陣ヨリ二ノ丸ヘ忍入テ 時ノ声ヲツクル。此声セメテノ不覚也。但シ本丸ニ入所ヘ鯢波ヲ上クト云リ。 勢 是ヲ聞トヒトシク、本丸ヨリ松明ヲ投出シ攻立ル。寄手 的ニ成テ打タオサル。死人山ノ如シ。其後 門ヲ開、日置大膳亮 安保大蔵少輔 家木主水佐、長野左京進以下ノ諸侍、動ヲ引サケ太刀 振 討出、合戦 及フ 各
― 64 ― （ 64 ）
高名ヲキハム。敵味方乱レ合テ、シハラク黒煙ヲタテ相戦。後ニハ両方ヘワカル。此トキ信長ノ侍大将、朝日孫八郎、波多野弥蔵、近松豊後守、神戸伯耆守、神戸四 之介、山多太兵衛尉、寺沢孫九郎、溝口富之介、斎藤五、古川久介、川野三郎、金松久左衛門 鈴木主馬允十三人、其外一騎当千ノ諸侍、アマタ討死ス。城中空円入道ハ、智謀ノ士ニテ、敵ノ色ヲ（
11オ）ミテ門ヲ開キ、大音ヲ上、夫老兵ハ掛引ヲ











去ホトニ、織田信長、当城ヲカコミ数日ヲ重ネ、人々ニ逆心ヲスヽメ玉ヘトモ、心ヲ変スル者ナク、只野呂左近一人、逆意セシカ、其コトアラハレ、城内ニテ被害。兵粮ヲ断ント欲シ玉フコト 凡五十日ヲカコミ玉フ。コヽニ国司ノ家従鳥屋尾石見守、智謀フカキ勇士ナレハ、兼テ此コトヲ悟リ、篭城ノ初ヨリ諸軍勢ニ命シテ草木 令食 国司父子ニモ士卒トヒトシク食物ヲソナヘケレハ、兵粮サラニ尽ルコトナシ。信長卿、退屈シ玉ヒ 此上ハ和睦ヲ以テ平治セン、トノ玉ヒ 織田掃部介ヲ使者トシテ城内ヘ趣シメ タンノ由 述ラル。詞ニ曰、信長カ実子ヲ信意ノ養子ニ定、無事一味ノ思ヒヲ サン、ト云々。国司方、評定 テ、是先人質ヲ取ニ有 一同ス。則、朴木隼人正ヲ使者トシテ、同十月下旬、ツヰニ織田、北畠 和タンセラ 畢。実ニ敵ヲ平クコトハ和ヲ用ルニシカス。古書曰、右賢ノ詞ニモ、戦ニ勝ハ和ニ有テ衆ニアラス ト云リ。 長 フルマヒ 尤智謀ノ深故ナリ。シハラク国司ト（
12ウ）一味ニ由テ、諸勢ヲ入、并諸関ヲヒラキ玉フ。信
長幸此折カラ、伊勢参宮両宮神拝 トケン 、頓テ参宮シ玉ヘリ。宿所ハ堤太夫也。シカル所ニ、福井太夫 是ヲ悪ミ 宇治 次 、密ニ織田家中ノ旦那ヲ頼テ、信長卿ヲ我宿所ニ入奉ル 堤太夫立腹シテ、其趣ヲ言上ス。織田家ヨリ福井太夫館 セメラル。福井 是非ナク家ヲ出、シ ラク蟄居ス。信長卿ハ 濃州岐阜ノ城ヘ帰リ フ時例ノ舟江ノ溢者トモ、三渡リニ出向、鉄炮少ツヽ先手ノ中ヘ打カクルト也。　　　
北畠国司養子之事付一国平均
信長卿ノ次男、茶箋丸ヲ以、北畠ノ養子 シ、織田掃部亮ヲ南方 奉行トセラル。其外、生駒半右衛門尉、林豊後守、猶又諸士多ク相添ヘ遣サル。茶箋丸ハ、先 薬師堂ニ入玉ヒ、滝川一益 同所浄泉寺ニ宿ス。カクテ主従五十余ヶ日、コヽ 逗留 内 万事仕置アリ。織田（
13オ）家来ノ外、数多ノ輩、諸方ヨリ来テ、舟江ノ城ヲ守
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織田信長卿、木造家ノ臣ニ滝川ノコトハ、元源城寺 住職タリ。柘植三郎左衛門尉ヲ以、茶箋丸ニツカヘル。源城寺、此トキ還俗シテ 一益同名トナリテ、滝川兵部少輔ト号シテ、シ ラク滝川左近将監一益カ館ニ旅宿シ、茶箋丸ニ仕ヘ、滝川三郎兵衛尉雄親ト名ノリ、後ニ太閤秀吉公ノ治世ニ、受領シテ（
14オ）羽柴下総守トアラタメ、扨柘植
三郎左衛門尉某ハ、元来伊州柘植ノ住人 テ、先祖ハ平家ノ侍 池弥平兵衛尉宗清カ末孫ナリ。シカルヲ勢州ニ趣、木造家ニ仕ヘテ、ツヰニ其家長トナル。滝川、柘植両人 発明ニシテ武道ノ達人タルユヘニ、信長、是等ヲ賞シテ 信雄ニ付ラ ヽ也。
　　　
曽原篭城合戦之事












































曽原ノ城主天花寺小次郎ハ、累年ノ富人ナレハ、兵粮ヲ貯ヘ三年 及テ落城セス。此ユヘニ、近ヘン悉ク亡所トナリヌレハ、元亀二年夏、北畠国司、信長両大将、舟江ノ城ニ出馬アリ、諸軍舟江ノ城ヲセム。家木主水佐、無双ノ勇士ナレトモ、主君ニムカヒ弓ヲ引ンコト 恐レ、俄ニ心ヲヘンシ味方ニ参ル。敵 是ヲミテ、討トメントノヽシツテ悉ク追掛、弓ヲ射、鉄炮ヲ討カクル。家木主水ハ舟江 侍高島椋右
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去ル元亀元年ノ秋九月ヨリ、摂州大阪一向門跡 ムホンニ由テ、一宗ノ僧徒、諸国ニ出張ス。爰ニ北伊セ長島ノ近ヘン 嶋々ニ海賊トモ此等ニ一味シ 難所ヲカヽ 、一揆ヲ起シ、男女 モニ必死ノ誓ヲ堅メ、身ヲカロクシ、国主 下知 カヘリミス 諸所 押領シ 悪逆ヲ企ル。コノユヘニ 滝川左近一益 長嶋ニ於テ日夜合戦 ケマスト云ヘトモ 一揆ノ奴原、其志ヲ一致ニシテ、又物ノ数 モセス 当国ニモ一向宗ノ本寺アリ。安濃郡一身田ナリ。但是ハムホン 等類ニアラス。抑、此専修寺ト申ハ、 来関東下野国芳賀郡高田山無量寿院専修寺ト云テ、大坂本願 ヨ 惣領タリ。爰ヲ以 始終大坂方ニ一味セスト也。件ノ寺ノ祖師、親鸞上人十世ノ後胤ナリ。真恵上人ト申ハ飛鳥井家ノ子息ヲヤシナヒ 尭恵大僧正ト号ス。然テ 乙部兵庫頭源藤政カ聟ナリ 其家督尭真僧正ハ織田信長公 姉聟、犬山ノ（
16オ）
鉄斎ノ聟ナリ。　　








































同年五月織田信長卿、江州、濃州、尾州三ヶ国ノ諸侍、五万余騎 引具シ、長嶋ニ発向シ玉 津嶋口 中筋口 西美濃 多芸口ニ分ケテ、嶋々ニセメ入、悉ク放火シ、諸勢ヲ納レ玉フトキ コレニシタカヒツク柴田修理亮勝家以下、合戦ヲハケム。コノトキ一揆等キヒシクキホヒ掛 濃州ノ住人、氏家常陸入道卜全ヲ討取ケレハ、味方ツヰ敗走ス。
本ノマヽ
信雄ノ祝言 御本所北畠信意卿 茶箋丸ヲ養子トシ、舟江ノ薬師寺ニスヘヲキ玉ヒシカ、既ニ三 ヲヘテ 元亀二年ノ夏 御本所具教卿










其後、国司中納言具教卿ハ、城ヲ多気郡三瀬谷ニタテラレ、ソノ城ニウツリ玉フ故ニ、三瀬ノ御所ト云。此谷ハ、宮川ノ上ニアリテ、大杉山ニソビヘテ、シン〳〵タル山中ナリ 則太神宮ノ奥 院ト号シ又佐陀ノ御前ノ宮アリ。紀州牟婁郡熊野戸津川、大和ノ国吉野川上ニツヽイテ、ケンナンサカシキコトヒルイ シ 若天下ノ大乱 オリニハ、国司、此山ニ忍入レンタメニ カネテヨリ用意セラル也。　　　
織田公君達元服之事

































































足利義昭、信長ノ武威ヲカリテ将軍職ニ任シ、世ヲ治ラルヽコト数年ナリ。然トモ其人、武将ノ器ニアラス 甚貪欲ノ大将ナリ。タトヘハ可罸輩ヲモ、賄賂ヲアムガタメ是ヲ宥メ、或ハ宥ヘキ者ナレトモ、ソノ財宝ヲウハヽンタメニ是ヲ罸ス。皆以非道ノ沙汰ノミ多シ。古書ニ曰、夫主君タル人 欲ニ傾キテ何ソ世ヲ治ンヤト云々 信長ハ カノ行跡ヲヲモフテ是 考ミテ シハ〳〵 諫言 上ラルヽ処ニ 必闇主ハ諫ヲ嫌ヒ讒ヲ信スルナラヒナレハ、還テ信長ノ諫ヲ悪ミ 公方義昭、元亀四年四月、謀書 メグラシ、織田信長 亡サ ト 。信長速ニ上京シ一戦ニ及フ。公方忽ニ軍利ヲ失ヒ、シキリニ和談ヲ乞玉フ。信長 君臣ノ礼ヲ重ンシ、其心ニ応 事速ニナル。然ルニ義昭早報情ヲ忘レ 同年七月 密謀ヲ企アリ。君臣ツヰ 義絶ニ及。信長、重テ攻上ラルレハ、公方（
19ウ）シハラクモサヽヘス敗軍ニ及
フ。信長、猶モ是ヲ敬ヒ、一命 助ケ、中国備後ノ国鞆ヘ流ケイシ畢。コヽニ至リ、足利家、尊氏将軍ヨリ十五代、永ク断絶ニ及フ。霊










公、信忠卿父子、都合六万余騎 催シ 長嶋ニ発馬シ、セメヤブラント、数日ヲ重テ在陣アリ 同九月中頃（
20オ）ニ至リ、一揆悉ク滅亡
ス。然トモ同廿九日、一揆没落ノ 織田大隈守ヲ先ト テ、宗徒ノ一族十四人討死ス。此トキ北畠三介信雄、神戸三七郎信孝ハ 大島ノ城ヲ責ラル。峯八郎四郎 鹿伏兎 郎四郎 討死ス。関ノ四郎 蒲生家ニ相伴ナハレ討死ス。蒲生父子ハ、柴田勝家カ加勢トシテ、大リノ城ヲ責シトキ、蒲生忠三郎氏郷、若年ニシテ無比類働 大敵真中ヘ割テ入、大剛ノ勇士ヲ組討ニシテ首 取 信長ノ実検ニ入奉リ、大将信長公、見玉ヒアザ笑ヒテ、サラニ悦ノ気色ナ ヤヽ暫有テ、忠三郎ニ向、宣フハ、凡勝負ハ時ノ運ニヨルナレハ、兼テハカラサル所也 夫高名ハ武士 本意ナカラ、時ノ品 ヨルヘシ、今汝カ高名ハ、軽率ノフルマヒ也、一方ノ大将タラン人 更 好ヘカラス、身ノアヤウキヲカヘリミサルハ サノミ将ノ功ト云ヘカ ス 向後此コトハヲ忘レナ、ト仰ラル。蒲 ヲ始 諸軍伺公ノ大名、一同 感ス。長嶋ノ城ヲ 滝川一益ヲ召テ被下 勢ヲ入玉フ 又長嶋ノ落人多ク所々ニテ討コロサル。爰ニ（
20ウ）長嶋ノ敗士トモ、南方法蔵
寺ノ城ニタテコモル。信雄ヨリ、舟江ノ本田方ニ下知有テ 舟江衆多勢ヲ以、悉 討亡ス。峯八郎四郎 子ナシ、舎弟与八郎ニ小知ヲアタヘ、峯ノ城ヲ岡本太郎右衛門尉ニ給 則与力 山尾 堀内、同家人、下井、大久保以下ノ士、是ニシタカフ 鹿伏兎モ若ク テ子
シ。其家老鹿伏兎左京亮、坂隼人佐、コレヲ訴ケレハ、領知減少シ、伯父鹿伏兎左京亮ニ給フ也。　　









田丸家督。同年九月、信長公、北畠三介信雄ヲ右中将ニ任セシメ、北畠信意ヲ左中将ニ任セシメ 隠居ナサシメ、大河内ノ城ヲ田丸ニウツシ、同年ノ冬、信雄ヲ田丸ノ城ニウツ 、北畠ノ家督ヲツキ、御本所ト号ス。其後、信雄、諸事シハイス。田丸中務少輔具直 、岩手ノ城ニ移シ、父田丸ハ隠居シテ一ノ瀬御所ト号ス。信意卿モ同田丸 御所ニアリ。　　　
信長公ヘ国司家ヨリ使者之事






織田信長公、同年ノ春 諸家ヲ召命 、近江 安土山ニ一城ヲ造ラシメ玉フ。城内 七重ノ殿守ヲ上ラル。是我朝ノ ン守ノ始トス。神戸三七信孝、器量人 スクレ玉フカ、金ノ旄ヲ取テ音頭ヲトリ、普請ノ場ヲイサメラル。其体甚タ都
0
也。時ノ人、神戸信孝ノ風情ヲ今様ニ作









同年ノ夏、勢州渡会郡赤羽ノ庄、赤羽新之丞ト云者、福人ナリシカ、信雄ノ味方ニ参、今度忠ヲハケマシ、紀州熊野山ヲ取ヘシトテ 大将ヲ乞フ。信雄朝臣、加藤甚五郎ニ長島ノ城ヲ給リ、則長嶋ノ城主トナリ、熊野山 押ヘトシ 彼加藤ハ信雄卿ノ同朋、仙阿弥ト云テ、加藤治部左衛門カ子也。加之 織田掃部亮カ小舅タルニ依テ 此タヒ熊野山ノ押トナル。甚五郎ハ長嶋ニウツリテ後、新宮堀内安房守 武功ヲ以出世シ、是ハ奥村彦次郎カ子ナリ。此ユヘ 尾鷲 新宮 九鬼ノ一党、其外熊野侍悉蜂起シテ、三鬼ノ城ヲセム 加藤、軍利ヲ失ヒ退散シ、長嶋ニコモル。新宮、熊野勢ツヽイテセメントス。諸勢長嶋ニ加勢、篭城ス。熊野方大軍 催 、山手、舟手ニ分テセメ来ル。赤羽モイツシカ心替リシテケリ 数月防戦フト云ヘトモ、次第ニ敵強勢ニナツテ、ツヰニ長嶋責オトサ 伊勢士 散々ニ逃行中ニ 藤方慶由ノ孫、藤方刑部少輔子左門、若年ナリシカ、味方ニヲクレ落来ル （
22














ルカヘシ、途中ニテ病ト称シ 涙ヲ押ヘテ止リヌ。残ル三 ノ討手ニハ、天正四年十一月廿五日 （
23ウ）朝、サラヌテイニモテナシ、三
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術ヲ以、カノ木枕ヲミオツケ、ヒソカニ取テ内ニ入レハ、又枕ヲサキノ如ク キテ、次男ヲ呼。次男 ナウレ ヲ上ルトキ、木枕落ケレハ、飛サツテ刀ニ手ヲカケ、謹ンテ坐 ツク。又枕ヲ前ノコ クニシテ、三男ヲ呼。三男 ナウレン 開トキ 枕落ケレハ、刀ヲヌキ枕（
24ウ）中ニ切テ、座ニ入ル。時ニ卜伝、怒テ、ヤヽ汝等ハ、木枕ヲ


























大河内ノ御所ハ、兼テ魔法ヲ行ヒ兵法ノ名人也。折フシ病中ニテ、田丸ノ宿所ニアリケルカ、討手ノ士一両人、彼宅ニ行向テ、先ハカリテ病ヲ問。其トキ、大河内ノ家人、高木弥市右衛門、出座シテ是ヲアイサツス。討手ノ士、茶ヲ乞。高木、何トナク座ヲ立トキ、件ノ侍、大河内ニ飛カヽツテ組合。残ル一人ノ者スキマナク太刀ヲヌキ、コレヲツク。大河内、二刀サヽレテ逃ラレシヲ、ツヰニ両人掛ツケ切コロス。小性二人、居間 側ニ食ヲ喰テ居ケルカ 此アリサマ ミテ忽逃去ル。ソレヨリ家来共、不残宿々ヘ退クニヨツテ 世ノ人、大河内ノ家人ヲ鞘大豆ト名付笑フ ウ ハ則トブト云心也。坂内ノ御所、入道万輔ノ（
25ウ）方ヘ討手ノ侍両人承リ、田丸ノ宿所ヘ向ヒシカ、坂
内、サウトウヲ聞トヒトシク、家人ヲ催シ防キ戦ントス 其トキ追討使、相謀テ、坂内ノ家人ニ逆意ヲス メ、坂内ノ侍、当座 ナンカレントテ、忽義 ステ主人ノ首ヲ切テ出ス。此ユ ニ坂内ノ家人ヲ大豆年貢トテア ケル。打テ出ス 云心ナリ　　　
大腹御所之事
具教卿ノ嫡子北畠左中将信意卿 ハタハカリ出シ 、一間ナル所ヘ押コメ置。今年廿五才也。肥満シテ腹大キナルユヘ 大腹御所 名付。御母ハ佐々木承禎ノ娘也。具教、日頃別腹ヲアイ 、本腹ヲウトミ信意卿ノ舎弟達ハ外腹也。信意 父ノ寵 シ 云ヘトモ 長子ト云、殊ニ信雄ノ養父タルヲ以、此タヒ一命 無恙。其上孝行ノタメトテ、先滝川 アツケラレ、懇意ヲ加ヘ玉フ。其後京ヘ上リ住居セラル。今ノ北畠親顕卿 親 ナリ。 （
26オ）悲哉、伊勢ノ国司九代相続
































爰ニ、藤方ノ御所慶由入道ハ、兼テヨリ人質トシテ田丸ニ居ラレケルカ、此度北畠ノ一族ノ有様ヲ見聞テ、涙ヲナカシ玉フコトナノメナラス。殊ニハ息刑部、今度不義ヲ企、国司ヲ誅ヌ。是ニヨツテ入道、刑部ニ対シ 抑去ル夏、嫡孫長嶋ノ城ヲ落 家名 失フノミナラス、今亦汝、大逆不道ヲ顕シ、悪名ヲ末代ニ残シケルコト、誠ニ主君ト云、一族ト云、心アル人、愚老命ナカラヘ、ケ様ノ無道
0
聞ニ耳穢レ、心
常ナラス、シカシ、只世ヲ早クシテ、泉下 至ンニハ 眼ヲイカラシ歯カミヲナス。刑部 対テ曰、我元本意ニアラスト云トモ ケ様ニ人質トナツテゴザアレハ セメテ御命ヲ助 心易カラ メンタメ 心




タシテ其子孫、日々落世シテ 後ニ 大津 ハタコヤシテ絶果畢。家人加留左京ハ、刑部 スヽメ逆意ヲ企、国司ヲ奉討シカ、幾ホトナク重病ヲ受、五体四肢スクミテ死去ス。アヽ末世トハ云ナカラ、因果ノ程コソアサマ ケレ。　　　
奥山常陸介之事










身ナリシカ、今度当家一流ノ滅亡ヲ聞テ大キニ憤リ、密ニ南都ヲ落チ、伊賀ノ国ヘ打コヘ、長木吉原方 頼、シハラク旅宿ノ内ニ、ケンソクシテ、北畠具親ト名ノリ、其後忍々ニ三瀬、川股ヲ頼、多気ノ諸士ニタヨリテ、不日ニ義兵ヲアケントシ玉フ。依之 勢南譜代ノ士、アマタ同意、蜂起ス。先三瀬谷筋ニハ、栗谷、唐櫃 其外アマタ 地士、同心ス。川股士ニハ、波瀬、峯 乙栗栖ヲ始、諸家悉一味ス。長谷海道筋ニハ、菅野谷 三田、 竹等、小
倭芳谷一族七人衆、不残味方






天正五年ノ春、川股谷滝野有馬 村、鉄中ト云所ニ取出ヲ造リ 国中ヘ討出ントス。依之 信雄ヨリ滝川三郎兵衛 池尻平左衛門 天野佐左衛門、田丸中務、日置大膳等ニ命シテ是ヲ責玉フ。一日一夜相戦ヒ互ニ武勇ヲハケマ 日置 滝川、各疵ヲ ウフル。其後 和タン以、城ヲ明ケ引退ク。大膳亮弟、次大夫ヲ大将トシテ、 滝 、山崎等ヲセメ、次大夫 智謀ヲ以終ニ城ヲオトス 谷海道 菅谷ノ城押寄コレヲセム。谷方防戦フト云トモ 大勢 対 不叶、ツヰニセメオトサル。次ニ伊勢士、三竹ノ城ニ押カケ是ヲセメ 三竹 亮 勇威ヲハケマシ防キ戦ユヘ、良久落城セス。後ニ及テ城ヲワタス。又桃ノ股城、沢、秋山 承、是ヲセム。三田方防キ戦ト云 モ終ニ モセメオトサル。三瀬ハ森清十郎 調義ヲ以、三瀬左京以 コレニ タカヒ、川股ハ、日置大膳（５オ）調略ヲメ ラシ 赤羽新之丞 引入ル。コヽニ大内山但馬守 熊野新宮堀内安房守ヲカタラヒ 或時 赤羽ヲハ夜ウチニス。是ヨリ 三セ谷悉ク信雄ニツ 小倭ノ一族百人ハカリ、七人衆ヲ 将トシテ諸所ニコモル。皆白山権現ノ宮司也。









シ防戦スト云ヘ モ、精力ステニツキケレハ 城内ニ於テ自害ス。同峯カ舎弟、并乙栗栖両人、生捕ラル。故ニ城ツヰニセメ落（５ウ）サル。味方モ、舟江ノ森菊右衛門以下、宗徒ノ士ウチ死ス。日置カ童ニ聖丸トテ十八歳ナリシカ、大剛ノ者ニテ大 戦ヒ ヨキ首アマタ打トリ、其身モ十七ヶ所痛手オヒ、既ニ絶入ントス 日置 甚タカレヲオシミ、気付 シテ百石ノ折紙ヲ出ス。傍輩カベニハリテ カノ者ヲ呼活ケル。聖丸、マナコヲ開キ、折紙ヲミテ 判形ナシト云テカウヘヲフル。日置 弥 勇ヲカンシ 印判 加フ カノ者終 快気ヲエ、存命シケレハ、大膳亮重テ三百石ヲ出ス。　　　
北畠具親退去之事







  私ノ評。此コト委曲伊勢軍記 有。
　　　
囚人殺害之事




天正五年 玉井新次郎モ、信雄ニ背奉リ、謀反ノ方人タ 。 畠具親没落ノ後、父玉井兵部少輔諸共 退散シテ神戸ニカヘル。信孝、家人ニ下知セラレ 二人ヲ生捕 信雄方ヘ送ラル。信雄大ニ悦、右二人ヲ櫛田川ニテ誅セラル。最期ニ至テ 父 兵部、子息新次郎 呼テ云、今度ムホンニ与力シ、主人ノタメニ命ヲスツルハ 尤武士ノ本意也、相カマヘテ悪念ヲ残スヘカラス、ト云テ、川水ヲ以 盃酒トナツケ、各磔ニカケラル。二人ノ者 タビ 中ニ金子 入置シカ、一両日ヲヘテ大風吹ケルトキ、金 マロハスヲトキコヘケレハ、近ヘンノ民
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人アヤシミ、件ノ死骸ヲ僉議シテ、ツヰニ其金ヲヒロヒトリ、寺僧ニワタシ仏供養イトナミ、念仏シ、懇ニ吊フト也。　　　
細野九郎右衛門之事





天正六年五月、芸州広嶋毛利右馬頭輝元 播磨国ニ出張シテ、羽柴筑前守秀吉ト戦ヒ、依之、織田信忠卿、諸家ヲ引具シ、中国ニ下向シ玉フ。勢州四家、同ク供奉ス。同六月、滝川一益ハ 神吉ノ城ヲカコミ、七月、北畠中将信雄 （８オ）加勢有テ、ツヰニセメヤフル 同八月、帰陣ナリ。此時九鬼右馬允嘉隆ニ命シ、志州二郡ノ士 并地士ノ外ニ、矢野、江間、工藤、智積寺ヲ引具シ、大舟ヲ堺津マテ廻去ル六月、九鬼ハ紀 雑賀ノ浦ニオヰテ 船軍ヲイトミ 大利ヲエ敵方ノ兵舩アマタ切トル。信長公 御感斜ナラス。摂州野田福嶋 於テ加増ノ恩地ヲ被下也。　　　
九鬼右馬允出世之事




























仁木伊賀守滅亡ノ後、伊 四郡ノ諸士六十六人一同 テ 俄ニ諸城ヲカマヘ、国法ヲ立、平等寺ニ会合シテ、神文 以テ一決ス。イハユル、仁木、川合、柘植、福地、服部、高畑等、其外アマ 侍トモ、シルスニイトマアラス。コヽ 、名張ノ住人、 （９オ）下山甲斐守ハ信雄ニ背キ味方ニ不参 依之 御馬ヲ出サルヘシト進ム。依之、天正四年四月十七日、一万余騎 引率シ 伊州ニ発向シ玉フ。南ハ名ハリ口、北ハ場尾口 両 ヨリセメ入。敵 各切所ニ待ウケ、数刻鉄炮ヲ打合、両陣悉ク討死ス。コノ 無双ノナン所ナリ。寄手利ヲ失ヒ タヤスク責入コトハ不叶。信雄大ニ怒テ、先下山ヲトラヘ、軍勢ヲ引取ン、ト宣ヒ 長野左京亮 仰 カレ ヲイマシメ 両所 軍士 引入ル。名張口ノ敵 ノ由ヲミテ安カラス思ヒ 下山ヲ奪カヘサントス
0
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ニ火ヲハナチ、田丸ノ城焼亡ス。幾ホトナクアラハレ 信雄憤リ、玄智ヲトラヘ木ノ下ニ埋ミ、 コキリヲ以諸人 首ヲヒカシメラル。古書ニ曰、ソレ、サヅカラザル宝ヲ（
10オ）ネカヒ、悪逆ヲ企ツルモノ
ハ、身ヲ亡スコト如此。コノサハキノト 信雄 諸事ニカヽ ラス、自ラ長鑓五十本ヲ抱出テ、家人トモヲ集 先用心シ玉フ。世ノ人コレヲホム。ソレヨリ信雄、飯高ノ郡ニ城ヲツクリ、五重 テン主ヲ上ケ、普請出来ノ後、松ヶ嶋 城ト号ス。　　　
神戸信孝之事




















天正十年ノ春 信長公父子 数万ノ軍勢ヲ引具シ、武田ツイトウノタメ、甲州ニ下向アリ。勢州ノ四家、供奉ス。武田四郎勝頼 其子太郎











セラル。此トキ 神戸友盛、十二ヶ年ノ蟄居ヲ免サレテ、沢ノ城ヲ守ル。神戸ノ留守 ナル。関盛信モ 年ノ春秋ヲ送リ、勘気赦免ヲ蒙ル。元来文武ノ達人ナレハ、亀山ノ城ヲ守リ、今度 孝ニツケラル安芸守盛信、頓テ神戸、亀山、峯、国府 鹿伏兎 勢ヲ催シ、其外諸牢人ヲ召抱、軍士ノ着到ヲツケラルニ 都合一万五千余騎ナリ。五月上旬ニ、信孝ト同ク神戸ヲ立 十一日、摂州住吉ニ下着シテ 兵舩ヲソロヘ、武具ヲ用意シ 渡海ノハカリコト メクラサル。　　　
明智日向守謀反之事
其頃、羽柴秀吉ト毛利輝 ト 中国ニ於テイトミ戦フ。信長公、信忠公西国追討ノタメ諸国ニフレ廻 、五月廿九日 京都ヘ御着有テ 諸方ノ軍勢ヲマチ玉フ。コヽニ、丹波ノ守護、明智日向守光秀、俄ニ大逆ノ謀（
12ウ）叛ヲ起シ、二万余騎ヲ引具シ、同六月二日、京都ニハ
















四国発向ノタメトテ、泉州堺ノ浦ニ陣ヲスエラレシカ 此度ノサウトウニヨリ、味方ノ軍勢ア タ落失ヌ。残ル兵ワツカミ八十騎 カリ也。爰ニ、織田七兵衛尉信澄、丹羽五郎左衛門長 、摂州大坂ニ在城
0
ス。依之、信孝 諸勢ヲ召集メ、セメ上ラントセラル時、信澄 俄ニムホンノ企アリ。彼信澄ハ、信長公ノ御舎弟、織田武蔵守信行ノ子息ナリ。父武州ノコトニ付、内々信長ヲウラミ年月ヲ送 加之 明智カ聟ナレハ、光秀、信澄一味ヲハカリ、当家ヲ亡シ、ツイテニ信孝 ウタントノ支度ナリ。シカレトモ 運命ツキ、其家人其マ
0
ニ相タントヽ
ノヘ、不義ノカヘリ忠イタスユヘニ 同六月五日 信孝 丹羽長秀、















相戦フ。明智一戦ニカケ立ラレ敗走ス。然シテ光秀、山科コヘニ落行シヲ、土民竹鑓ヲ以ツキコロス。程ナク信雄并蒲生氏郷モ上ラレケリ。其外会合シテ、先亡君ノ御事ヲナケキ、各仏事ヲ営ミ、懇 奉弔。其後、諸家軍議シテ、明智 残党悉ク退治シ、尾州清洲ニ至テ御家督ノ評定 キリ也　　　
伊州蜂起之事





衛、以上五人ノ士、城中ニ乱入テ 敵 八方ヘ追廻リ、イ レモ高名数ヲツクス。中ニモ高嶋孫兵衛ハ森田浄雲トワタシ合、ツヰニ是 討トル。其時諸勢一同ニ城ノ内ヘセメ 、思マヽニモミオト 勝トキヲ上ケ火ヲ放ツ コヽ 伊セ士各軍士引取ケリ。又滝川三郎兵衛武威ヲフ ヒ音羽ノ城ヲセメトラントスルニ 智謀武ヘンスクレヰニ伊州南北ノ一揆ヲ退治ス。　　　
滝川上国之事
一益ハ、上州厩橋ノ城ニアリシカ 信長御他界ノ旨聞届 此ヨ 関東ノ諸家ニ語ル。諸大名、其実言 感シテ諸事滝川カ下知 ツク。不日
ニ諸勢ヲ催シ責上ル時ニ、北条左京大夫氏政、五万余騎ノ軍兵ヲ卒シテ武州表ニ（
15オ）打出、六月十八日、軍勢ヲフセ是ヲ謀ル。先三十












同年ノ秋、諸大名清須ニ会シ評定一決ノ上 故信忠卿ノ若君、三郎丸三才ニナリ玉フヲ主君トアフキ、安土ノ城ニ移奉ル、信孝、信雄両人トシテ是ヲ守立玉ヘシト也。依之 御両人 其外ノ諸士、誓紙ヲ堅メ








其頃、柴田修理亮勝家 羽柴秀吉ト互ニ権ヲアラソヒケル。其根元ハ信孝ノ逆意ヨリオコル。爰ニ浅井備前守長政ノ後室小谷ノ御方ハ 信長公ノ妹君ニテ、世コゾツテタクヒナキ美女也。近キ時分ヨリ信孝ノ館ニ居玉フ。柴田勝家 羽柴秀吉共ニ是ヲ望ム。元来秀吉ハ信孝ノ近臣ナリシカ、信孝 ヲナツケンカタンメ、カノ後室ヲ勝家ニ給ル。此ユヘニ、秀吉ウラミフカクシテ、信孝ニソムキ、柴田 不和ニナル。同年十月、信孝ハ羽 ヲ召スニ不参 御書一通被下、両家 中ヲ和タンセシメント欲シケル。サレトモ、羽柴カツテ同心ナク、十八日返書ヲサヽケ、斎藤玄蕃允、岡本太郎右衛門尉、両人 対シ披露ヲトケ（
16ウ）ラル。其趣曰、
　　


















柴田勝家ハ、天性勇ニツ ツテ徳ヲシラス。秀吉ハ 和ヲ専ラトシテ諸士ヲナツケラル。依之、諸家何モ秀吉 味方トナル。秀吉内々信孝ノ家人、岡本、幸田 カタラヒ ムホン ヽメラル。岡本太郎右衛門ハ秀吉ニ一味ス。幸田彦右 門ハ信孝ノメノトナリシカ 忠義ヲ守テ同心セス。同十一月、ハカリコトヲ以テ、勝家、秀吉ト和タンス。秀吉、長浜ニ至リ玉フ。此トキ柴田カ養子伊賀守勝豊、勝家ヲ背、秀

































秀吉ノ舎弟羽柴美濃守秀長 同孫七郎秀次ハ、峯ノ城 攻ラル義大夫フセキ戦。信雄ノ士、津川玄蕃頭、同シク当城 セム。アル朝ヨセ手、抜ツレテ城ノ堀キハヘ近ク時、城中ヨリ長キヒシヤクヲ以テ






























に「毛」 ）受庄助 馬印ヲ玉リ、 ト名乗戦死ス。誠ニ武士ノ本意也。其間ニ勝家、漸北ノ庄迄オチノヒタリ。コノ ニ柴田ノ運命尽ヌル印アマタ有。先手ノ一方アケホノ 小松原ヲ見付テ、堀左衛門尉秀治カ軍勢ウシロヨリ遮ルト云テ逃カヽル。一方ニハ清水ヲ呑士、ヒシヤクヲウハヒ合、トツト云コヱニ驚キ逃チル。其外キクハイ多シ。此勝家ハ、信長公ノ第一ノ名臣 天下 諸人ニウヤマハレテ 鬼 田トイハレシホトノ勇士ナレ モ、武ウン尽ヌレハ如此 廿二日、秀吉、北ノ庄ノ城ヲセメ玉フ。柴田軍勢悉ク落ウセ、剰ヘ柴田権六并ニ佐久間玄蕃生捕ラル。 （
22オ）秀吉是ヲ誅セラル。同廿四日、勝家小谷ノ
御方ヲ害シ、ツヰニ其身モ自殺ス。生年五十八才也。抑、勝家ハ 眼剛ニシテミル所ヲアサムキ、耳臆ニ テ聞コトヲ恐ル。秀吉ハ、眼臆ニシテ見ル所ヲ恐レ、耳剛ニシテ聞コトヲアサム 。コヽヲ以テ常ニ秀吉ヲアナト コト法ニス タリ。羽 是ヲ憤リ 時節ヲ待テ亡サント心ニコメテ年月ヲ送リ玉ヒシカ ツヰ 秀吉 武ウンツヨキユヘ、柴田滅亡 タマフ。　　　
岐阜ノ城落人之事并信孝生害之事
岐阜ノ城ハ、氏家、稲葉以下ノ諸勢 是ヲ押ヘ戦ハント 柴田滅亡ニヨツテ、美濃、伊勢両国ノ味方悉ムホンヲ企、城ヲ退 信孝ノ家臣岡本下野守、兼テヨリ逆 、幸田彦右衛門義 守テ 死ス 神戸士四百八十人ノ輩 一味同心 皆城 退キ、勢州ヘ落来ル。堀内次郎右衛門、川西喜兵衛 山路玄蕃允 同弥太郎、太田監物、同織部、高田雅楽介、同孫右衛門、高瀬左近、村田治部丞、 （
22ウ）其外諸士、委






























具親ハ、先年伊州ヘ退去ノ後、フカク当国ニ蟄居シ、折々伊勢ノ国ヘ立越、譜代ノ士ヲアツメ、先祖ノ家名ヲ上ケントハカル。然レトモ、時ウツリ家運次第ニオトロヘケレハ 終ニ本意ヲ達シ タシ。秀吉公世ニ至テ、北畠具親ヲ蒲生飛騨守氏郷ニアツケラレ カ、幾ホトナク、具親卒去セラレケリ。此人死去ノ後、二度当家ヲ起シ 先亡具教卿ノ憤リヲ散セント企ル人絶（
24オ）果畢。悲哉々々。
　　　　　　　　　　　 　　　　
勢州一志郡多気ノ住人
　
寛永五年正月書写之
　　　　　　　　　　　　　
松枝軒柴氏忠成
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近田與四郎殿
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付記：
  資料の閲覧、翻刻の許可をいただきました稲垣泰一先生に、深く感謝申し上げます。
